
ユニセフ年次報告
2015

■ ユニセフ（国連児童基金）に協力するには…
全国の郵便局（ゆうちょ銀行）から
●振替口座：00190-5-31000
●口座名義：（公財）日本ユニセフ協会
※窓口での振り込みの場合は、送金手数料が免除されます。

インターネットから
　パソコン、スマートフォン（http://www.unicef.or.jp）、携帯電話（http://
www.unicef.or.jp/mb/）からクレジットカード、インターネットバンキング、
コンビニ支払い、または電子マネー（モバイルSuica、楽天Edy）で募金してい
ただけます。
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（平日9：00～18：00）

マンスリーサポート・プログラムに参加する
　毎月、一定額を金融機関や郵便局（ゆうちょ銀行）の口座から、またはクレ
ジットカードにて自動振替することにより子どもたちを継続的に支援するプログ
ラムです。子どもたちの現状やユニセフの活動についてお知らせする広報誌
『ユニセフ・ニュース』（年4回発行）をお送りしています。お申し込みは、ホー
 ムページまたはフリーダイヤル0120-88-1052（平日9：00-18：00）へ

ユニセフ支援ギフトを利用する
ユニセフの支援物資を、途上国の子どもたちにプレゼントするご支援方法です。
ワクチン、毛布などのユニセフの支援物資をご指定ください。ユニセフがあなた
に代わって子どもたちのもとにお届けします。
お申し込みはホームページ（www.unicef.or.jp/sgift/）へ

賛助会員として協力する
　日本ユニセフ協会と地域組織の活動を、会費によってご支援いただく方法で
す。ユニセフの資料を通じて世界の子どもたちの状況について理解を深めてみま
せんか？国内各地で行われるユニセフ協力活動の情報を入手し、様々なイベント
にご参加いただけます。広報誌『ユニセフ・ニュース』（年4回発行）のほか、
シンポジウムのご案内や各種資料をお送りします。

地域の活動に参加する
　地域でボランティア活動をしたいという方には、協定地域組織の活動にご参加
いただく方法がございます。各地域のご連絡先は、P.61をご覧ください。

※ （公財）日本ユニセフ協会への寄付金は、所得税、一部自治体の個人住民税、
相続税および法人税の控除対象となります。

ユニセフ年次報告2015（2015年1月1日～12月31日）

著　：ユニセフ（国連児童基金）www.unicef.org
訳　：公益財団法人　日本ユニセフ協会（ユニセフ日本委員会）
発行：公益財団法人　日本ユニセフ協会（ユニセフ日本委員会）
　　　〒108-8607
　　　東京都港区高輪4-6-12　ユニセフハウス
　　　電話：03-5789-2011（代） / ファックス：03-5789-2032
　　　ホームページ http://www.unicef.or.jp
　　　Twitter（ツイッター）／Facebook（フェイスブック）／
　　　YouTube（ユーチューブ）もご覧ください。

190以上の国と地域で活動するユニセフ・ファミリー

ユニセフの組織と資金の流れ

@UNICEFinJapan unicefinjapan

www.youtube.com/UNICEFJapanNatcom

『ユニセフ年次報告2015』は、ユニセフ（国連児童基金）が作成し、日本ユニセフ
協会が翻訳し、57ページ以降に日本ユニセフ協会の2015年度の活動報告を追加して
記載しました。転載をご希望の場合には、日本ユニセフ協会までお問い合わせください。

© UNICEF 2016

● 55％ ： サハラ以南のアフリカ
● 17％ ： アジア
● 19％ ： 中東と北アフリカ
● 3％　： ラテンアメリカとカリブ海諸国
● 3％　： 中部・東部ヨーロッパ、独立国家共同体
※ 残り3％は、地域間にまたがる事業

【ユニセフの地域ごとの事業支出割合】
（2015年　計47億6,840万ドル）

この地図は国境の法的地位についての何らかの立場を示す
ものではありません。

ユニセフ協会（国内委員会）がある国と地域
ユニセフ事務所とユニセフ協会の両方がある国

各国ユニセフ協会
（ユニセフ国内委員会）

34の国と地域

日本では
日本ユニセフ協会
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●北海道ユニセフ協会

〒063-8501
札幌市西区発寒 11条 5-10-1
コープさっぽろ本部 2F
TEL.011-671-5717
FAX.011-671-5758
（月、火、木、金の 10:00 ～ 16:00）

●岩手県ユニセフ協会

〒020-0690
滝沢市土沢 220-3
いわて生協本部 2F
TEL.019-687-4460
FAX.019-687-4491
（月～金の 10:00 ～ 16:00）

●宮城県ユニセフ協会

〒981-3194
仙台市泉区八乙女 4-2-2
みやぎ生協A棟３階
TEL.022-218-5358
FAX.022-218-3663
（月～金の 10:00 ～ 17:00）

●福島県ユニセフ協会

〒960-8105
福島市仲間町 4-8
ラコパふくしま 4F
TEL.024-522-5566
FAX.024-522-2295
（月～金の 10:00 ～ 16:00）

●茨城県ユニセフ協会

〒310-0022
水戸市梅香 1-5-5
茨城県 JA会館分館 5F
茨城県生活協同組合連合会内
TEL.029-224-3020
FAX.029-224-1842
（月～金の 10:00 ～ 16:00）

●埼玉県ユニセフ協会

〒336-0018
さいたま市南区南本町 2-10-10
コーププラザ浦和 1F
TEL.048-823-3932
FAX.048-823-3978
（月～金の 10:30 ～ 16:30）

●千葉県ユニセフ協会

〒264-0029
千葉市若葉区桜木北 2-26-30
コープみらい 千葉エリア桜木事務所 本館
TEL.043-226-3171
FAX.043-226-3172
（月～金の 10:00 ～ 16:00）

●神奈川県ユニセフ協会

〒231-0058
横浜市中区弥生町 2-15-1
ストークタワー大通り公園 III 305A
TEL.045-334-8950
FAX.045-334-8951
（月～土の 10:00 ～ 17:00）※祝日除く

●岐阜県ユニセフ協会

〒509-0197
各務原市鵜沼各務原町 1-4-1
生活協同組合コープぎふ 1F
TEL.058-379-1781
FAX.058-379-1782
（月～金の 10:00 ～ 15:00）

●石川県ユニセフ協会

〒920-0362
金沢市古府 2-189
コープいしかわ古府個配センター 2F
TEL.076-255-7997
FAX.076-255-7185
（月、火、水、金の 10:00 ～ 15:00）

●三重県ユニセフ協会

〒514-0009
津市羽所町３７９番地
コープみえ本部 1F
TEL.059-273-5722
FAX.059-273-5758
（月・水・金の 10:00 ～ 17:00）

●奈良県ユニセフ協会

〒630-8214
奈良市東向北町 21-1
松山ビル 3F
TEL.0742-25-3005
FAX.0742-25-3008
（月～木の 11:00 ～ 16:00）

●大阪ユニセフ協会

〒556-0017
大阪市浪速区湊町 1-4-1
OCATビル 2F
TEL.06-6645-5123
FAX.06-6645-5124
（火～土の 11:00 ～ 16:00）

●京都綾部ユニセフ協会

〒623-0021
綾部市本町 2-14
あやべハートセンター内
TEL.0773-40-2322
FAX.0773-40-2322
（月～金の 10:00 ～ 15:00）

●兵庫県ユニセフ協会

〒658-0081
神戸市東灘区田中町 5-3-18
コープこうべ生活文化センター 4F
TEL.078-435-1605
FAX.078-451-9830
（月～金の 10:00 ～ 16:00）

●鳥取県ユニセフ協会

〒680-1202
鳥取市河原町布袋 597-1　鳥取県生協内
TEL.0858-71-0970
FAX.0858-71-0970
（月、火、金の 10:00 ～ 16:00、
 水の 10:00 ～ 12:00）

●岡山ユニセフ協会

〒700-0823
岡山市北区丸の内 1-14-12
小野アルミビル 2Ｆ
TEL.086-227-1889
FAX.086-227-1889
（月～金の 10:00 ～ 14:00　土日祝日を除く）

●広島県ユニセフ協会

〒730-0802
広島市中区本川町 2-6-11
第 7ウエノヤビル 5F
TEL.082-231-8855
FAX.082-231-8855
（月～金の 10:00 ～ 16:00）

●香川県ユニセフ協会

〒760-0023
高松市寿町 1-4-3
高松中央通りビル 3F
TEL.087-813-0772
FAX.087-813-0772
（月～金の 10:00 ～ 16:00）

●愛媛県ユニセフ協会

〒790-0952
松山市朝生田町 3-2-27
コープえひめ南支所 2F
TEL.089-931-5369
FAX.089-931-5369
（月～金の 10:00 ～ 16:00）

●久留米ユニセフ協会

〒830-0022
久留米市城南町 15-5
久留米商工会館 2F
TEL.0942-37-7121
FAX.0942-37-7139
（月・水・金の 9:00 ～ 16:00）

●佐賀県ユニセフ協会

〒840-0054
佐賀市水ヶ江 4-2-2
TEL.0952-28-2077
FAX.0952-28-2077
（月、火、木、金の 10:00 ～ 15:00）

●熊本県ユニセフ協会

〒862-0949
熊本市中央区国府 1丁目 11－2
サンアイ水前寺ビル 3Ｆ
TEL.096-362-5757
FAX.096-362-5758
（月、水、木、金の 10:00 ～ 14:00）

●宮崎県ユニセフ協会

〒880-0014
宮崎市鶴島 2-9-6
みやざきNPOハウス 307号
TEL.0985-31-3808
FAX.0985-31-3808
（月、火、木、金の 11:00 ～ 16:00）

●鹿児島県ユニセフ協会

〒892-0842
鹿児島市東千石町 14-2
メガネのヨネザワ 5F
TEL.099-226-3492
FAX.099-226-3492
（月～金の 10:00 ～ 15:00、
 水のみ 10:00 ～ 12:00）

◇協定地域組織一覧（2016年10月現在）

出典について：本報告書のデータは、ユニセフ（国連児童基金）、各国連機関、ユニセフの各国事務所
が提出している年次報告書、ならびに 2016 年 6月 14日～ 16日に行われた執行理事会に提出された
ユニセフ事務局長年次報告書のデータに基づくものです。

本書に記載されている金額の表記について：断り書きがない限り、金額はすべて米国ドル表示です。

印刷後の誤りや訂正は、<www.unicef.org/publications> でお知らせします。

表紙
© UNICEF/UN05568/Georgiev
妹が側溝を越えるのを手伝う兄。マケドニア旧ユーゴスラビア共和国の難民・移民のためのトランジット・センターで。
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支援はこれまで以上に困難なもので
した。というのも 2015 年、何百万
もの子どもたちが公平性とは程遠い状
況を強いられていたからです。

ウクライナやシリア、南スーダン、
中央アフリカ共和国、サヘル地域一帯、
イエメンやイラクなど、さまざまな国
で何百万もの子どもたちが武力紛争の
脅威にさらされました。紛争の長期化
やさまざまな危機が、ここ 70 年近く
で最大規模の難民や移民の子どもたち
を生み、その命や未来を脅かしていま
す。

気候変動の影響も深刻です。病気の
蔓延や、食料源や生活を破壊する干ば

この公平性の原則は、今日において
もユニセフの活動の指針となっていま
す。ユニセフは 2015 年、世界中の
子どもたちの権利を守り、すべての子
どもたちに健康・福祉と公平な機会を
提供すべく、これまで以上に尽力しま
した。特に、公平な機会から最も遠く
にいる子どもたちへの支援に重点的に
取り組みました。

例えば、遠くはなれた農村部や都
会のスラムに住む貧困層の子ども、
紛争や自然災害の影響を受けた子ど
も、ジェンダーや民族的帰属、障が
いなど、出自や居住地を理由に排斥
され支援から取り残されている子ど
もたちです。

ユニセフ（国連児童基金）は、第二
次世界大戦で命の危機に瀕した子ども
たちに人道支援を行う目的で設立され
た国際機関です。設立当初から、公平
性を理念に掲げ活動を行ってきまし
た。

子どもたちの国籍やその国が戦争で
どんな役割を果たしたかは問題ではあ
りません。重要なのは、最も困難で危
険な状況に置かれた子どもたちに支援
を届けることでした。

支援の際には、子どもたちがどこに
住んでいるかや生まれ育った家庭、と
いった子どもたちを取り巻く状況は関
係ないのです。

事務局長からのメッセージ
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です。なぜなら、十分な栄養を摂取し、
保育や基礎的保健サービス、教育を受
け、暴力・搾取から守られた公正な環
境で育った子どもたちは、成人してか
ら潜在的能力を発揮し、あらゆる意味
で社会を豊かにする可能性が高いから
です。

2015 年 9 月、「誰も置き去りにし
ない」ことを掲げた持続可能な開発目
標（SDGs）が採択され、社会基盤を
強化するには公平性を拡充していくこ
とが重要である、と国際社会に認知さ
れました。

このコミットメントを具体的なアク
ションに変えるべく、ユニセフはすで
にパートナーと取り組み始めていま
す。こうした活動はすべて、支援者の
方の寛大な支援なしには成り立ちませ
ん。皆さまのご支援に心から感謝する
とともに、そのお気持ちに応えるため
にも、託された資金を最大限効率的に
活用することで、最も困難で危険な状
況に置かれた子どもたちの生活改善に
最大の効果を上げてまいります。

希望が打ち砕かれるような状況に
あっても、絶望に立ち向かい改善して
いくことは可能です。

子どもたちの未来のため。

すべての子どもたちの未来を守るこ
とが、ユニセフの使命です。

つや洪水が、何百万もの子どもたちを
危険な状態へと追いやっています。そ
して、絶望的な貧困と保健・教育・保
護において広がる格差が、子どもたち
の生活と未来を打ち砕いています。

この年次報告では、2015 年に発生
したこうした深刻な事例やユニセフと
パートナー機関の取り組み、支援を受
けた子どもたちの希望溢れるストー
リーをご紹介します。

イエメンのファティマは、紛争に
よって隔絶された地域に住んでいまし
た。「レスキューカー」として知られ
る移動保健チームが村に到着し、仮設
診療所を設置して子どもたちに栄養治
療食を与えるまで、重度の栄養不良に
苦しんでいました。

エボラ出血熱で家族を失くしたシエ
ラレオネのジャリアトゥ。生活立て直
しを支援する現金給付プログラムを通
じ、現在はエボラ出血熱から回復した
若者に養育を受けています。

ミャンマー・ラカイン州のトゥー・
ザー・モー。コミュニティ間の紛争で
いったんは教育の機会を奪われまし
た。しかし現在は、避難民の子どもた
ちのためのセンターで学んでいます。

スワジランドで HIV と共に生きる
十代の少年、マソジャ。健康状態が悪
化し、将来にも希望が見いだせない状
況にありました。しかし、病院に設置
された青少年のためのクラブに参加す
るようになり、HIV とどう向かうべき
か、互いに助け合うことがいかに重要
かを学びました。

宗教も民族も異なるイラクの二人の
少年ハレドとジョラル。避難民の子ど
もたちと現地の若者との交流を促進し
て和解を図るプログラムを通じて、急
速に親交を深めました。

こうした子どもたちや同じような境
遇に置かれた多くの子どもたちに支援
を届けることは、正しく公平なことで
す。支援は公平性の観点からだけでな
く、より安定した平和な社会を築き、
繁栄を実現する上でも欠かせないもの

“ユニセフは 2015 年、世界
中の子どもたちの権利を守
り、すべての子どもたちに
健康・福祉と公平な機会を
提供すべく、これまで以上
に尽力しました。特に、公
平な機会から最も遠くにい
る子どもたちへの支援に重
点的に取り組みました。”

アンソニー・レーク
ユニセフ事務局長

2ページ下： ニューヨークのユニセフ本部
で開催されたイベントで女の子と話すアン
ソニー・レーク事務局長。
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人生における公平な機会はすべての
子どもに与えられるべきものです。子
どもたちを置き去りにしないことは、
道徳的な観点から重要であるだけでな
く、インクルーシブな（誰もが受け入
れられる）、持続可能で安定した社会
を世界中で築くための優先課題でもあ
ります。

ユニセフは 2015 年、世界中のパー
トナーと連携し、公平な機会の実現に
取り組みました。

特に、2000 年から 2015 年のミレ
ニアム開発目標（MDGs）で見られた
大きな前進の陰で取り残されている子
どもたちに影響している根深い不公平
な格差を是正し、すべての子どもたち
に支援の手を差し伸べることを目指
し、2015 年はこれまでの実績を踏ま
えて新たな機会を提供しました。

2015 年に国連加盟国 193 カ国に
よって新たに採択された持続可能な開
発目標（SDGs）は、青少年期までの
子どもたちの健康と福祉に特化した目
標を掲げています。SDGs には、乳幼
児期の子どもの発達、教育への普遍的
アクセス、暴力・虐待・搾取からの少
年少女の保護といったターゲットのほ
か、子どもたちに対する有害な慣習の
撤廃、出生登録による法的身元証明の
促進といったターゲットも含まれま
す。

ユニセフは、子どものための機関の
連合体、子どもへの暴力に関する事務
総長特別代表、その他の国連機関・加
盟国と共に、世界の開発アジェンダに
従来組み込まれてこなかった子どもの
保護に関するターゲットも含めるよう
積極的に提唱しました。

はじめに

右上： シリアから逃れ、クロアチアの「子
どもにやさしい空間」で遊ぶ７歳のヤナト
さん。

気温が急速に低下する中、中東
の紛争地域から安全とより良い生
活を求めてヨーロッパに向かう家
族が後を絶たないことから、2015
年 12 月、ユニセフはパートナーと
共に、避難する移民や難民の家族
と子どもたちへの緊急支援を行い
ました。

クロアチアとセルビアとの国境
沿いにあるシド駅。貸し切りバス
が並び、乗客が降りてきます。人々
は零度をわずかに上回る気温の中、
警察の書類確認のために列をなし
ています。幼い子どもたちにとっ
て、この寒さはとりわけ過酷です。
乳児より少し上くらいの男の子が
靴を片方だけ履いて地面に座って
いました。もう片方は裸足のまま
でした。

この難民・移民危機を受けて、
EU の人道援助・市民保護総局は、
セルビアを経由してマケドニア旧
ユーゴスラビア共和国を目指す子
どもたちを悪天候と困窮状態から
守るため、200 万ユーロの資金援
助を行いました。

これにより、幼児と子どもたち
に年齢に応じた食料や衣服、靴、
毛布などの冬の必需品を調達する
ことができました。ユニセフはパー
トナーと共に、資金の一部で「子
どもにやさしい空間」を設置し、
子どもたちが冬の間、温かく、濡
れない場所でくつろいだり遊んだ
り、母親が人目を気にすることな
く授乳できる安全なスペースを提
供しました。
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セルビア：難民・移民の子どもたちへの越冬支援
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新しいグローバル目標の SDGs で
は、母子保健ケア、十分な栄養、安
全な飲み水、出生登録、質の高い教
育、その他必要なサービスへのアクセ
スにおいて公平性を推進することが必
要不可欠であると認識されています。
SDGs を採択することによって、各国
政府は、「誰も置き去りにしない」「最
も取り残された子どもたちから支援を
届ける努力をする」という誓約を立て
ました。このアプローチは、最も貧し
く社会から取り残された子どもたちと
家族のための支援を加速させなければ
持続可能な開発は達成できない、とい
うユニセフの考えを反映しています。

より公平な世界を希求し、ユニセフ
は 2015 年、依然として対応が必要
な課題と新たな課題の両面への対策を
強化しました。

特に、ヨーロッパへの移民・難民の
大量流入は、出身国、経由国、目的国

など、あらゆる背景の中で移り変わっ
ていく子どもたちの状況に素早く対処
する必要性、それぞれの段階で子ども
たちの最善の利益を守る必要性を浮き
彫りにしました。今回、この危機は高
所得国の「背後」にまで迫りました。

ユニセフはまた、最も困難な状況に
ある子どもたちや遠隔地にいる子ども
たちの保健、栄養、水と衛生、教育、
保護に関する基礎的ニーズを満たす新
たな方法を模索しました。具体的には、
国レベルで新たな解決法を試行すると
共に、若者の生活を向上し、支援が届
いていない人々に支援を届ける手段を
普及・拡大するため、「グローバルイ
ノベーションセンター」および「イノ
ベーション基金」を創設しました。

人道支援に関しては、ユニセフは
パートナーと共に、イラク、南スーダ
ン、シリア、イエメンの重大な危機、
ラテンアメリカや西アフリカの保健上

“より公平な世界を希求し、
ユニセフは 2015 年、依然
として対応が必要な課題と
新たな課題の両面への対策
を強化しました。”

下： ボリビア、トトレンダ村の共同水場で
水を汲むグアラニ族の家族。
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の緊急事態、ネパールでの地震による
甚大な被害、太平洋の台風、サヘル地
域や東アフリカ、アメリカ大陸におけ
る干ばつなど、さまざまな危機に対応
しました。特に、短期的な人道支援と
長期的な開発事業の境をなくして、必
要なサービスを提供する体制を強化す
ることに重点的に取り組みました。例
えばユニセフは、災害の予測や災害発
生時のレジリエンス（柔軟かつ強靭な
回復力）の構築に向けたコミュニティ
支援を行っています。

2015 年、公平性と持続可能な開発
を妨げる一連の障害を取り除くために
進めた活動がもう一つあります。それ
は、女の子や若い女性がその能力を十
分に開花させるのに障壁となっている
問題を取り除くことです。ユニセフの

「ジェンダー行動計画 2014 ～ 2017
年」は、ジェンダーに基づく不公平性
に対処する枠組みを示しています。本
計画は、すべてのプログラムにおいて
ジェンダー主流化を図ると共に、青少
年保健の改善、女子の中等教育の推進、
児童婚の撲滅、緊急時におけるジェン
ダーに基づく暴力への対処に重点を置
いています。またユニセフは、SDGs
に最終的に選ばれたターゲットに関連
し、ジェンダー問題の認知度向上に寄
与しました。

ユニセフが 2015 年に達成した成
果のほとんどは、政府や市民社会、非
政府組織（NGO）、財団、民間部門、
他の国連機関、現地コミュニティ、そ
して子どもたちや若者たち自身を含む
パートナーとの緊密な協力がなければ
成し得ませんでした。34 の国と地域
に設置されたユニセフ協会（国内委員
会）も世界中の子どもの権利を代表す
る重要なパートナーです。

ユニセフは、資金を提供していただ
くパートナーの寛容と献身に支えられ
ています。そうしたパートナーの方々
がいなければ、子どものために事業を
展開し成果を上げることはできませ
ん。2015 年のユニセフの収入は、各
国政府の拠出金と、全体に対しての割
合が増加している民間からのご寄付に
よって成り立っています。

SDGs で示されたコミットメントと
2015 年に合意されたその他の国際協
定は、世界中に新たな希望を与えま
した。それと共に、すべての子ども
たちのためにコミットメントを現場
で実現するユニセフとパートナーの
責任もさらに大きなものとなりまし
た。本書は、厳しかったこの 1 年に
ユニセフが行った取り組みに焦点を
当てています。

持続可能な開発目標（SDGs）が
採択された 2015 年 9 月の国連総
会に向けて、ユニセフは子どもを
中心とした市民社会団体と提携し、
子ども向けのグローバル目標を作
ると共に、より良い世界へのビジョ
ンや新たなアジェンダについて子
どもたちと協議を進めました。こ
の取り組みには、チャイルド・ファ
ンド ･ アライアンス、ラテンアメ
リカ・カリブ海における子どもの
ためのグローバル運動、プラン・
インターナショナル、セーブ・ザ・
チルドレン、SOS 子どもの村、ワー
ルド・ビジョンなどの団体が参加
しました。

子ども向けブックレット『私た
ちが目指す世界：子どものための

「持続可能な開発目標」～ 2030 年
までの 17 のグローバル目標～』は、
加盟国から高い評価を得て、グ
ローバル目標を教育現場に伝える
国際的イニシアティブ「World’ s 
Largest Lesson」の主要教材とも
なっています。

この取り組みの対象となった子
どもの数は、160 カ国以上で推定
5 億人に達しました。

PROGRAM IN FOCUS

国連：子どもや若者にグローバ
ル目標への関心を

ユニセフの支出総計　（2015年）	
（単位：百万米ドル）

支出区分
開発支援事業費 $4,675

   プログラム費 $4,546

   実効性向上事業費 $129

管理・運営費 $312

国連の開発支援事業に関わる連携調整費 $6

特別な支出 （設備投資を含む） $22

その他 （民間部門との連携とパートナーシップを含む） $97

総支出 $5,112

注：�この表の区分別の支出は、修正現金主義に基づいて示されており、2015年に作成された現金支出
や発注などの内部義務文書を反映している。
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HIV/エイズ

社会への
インクルージョン

栄養

子どもの保護

水と衛生

教育

保健

通常予算
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222.4

256.6
216.9

130.0
63.4
84.2

118.9
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65.2
35.7

264.8
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435.8

成果分野別の事業支出割合（2015年）
（単位：百万米ドル）

注：四捨五入のため、合計額は必ずしも一致しない。

合　計

47億6,840万
米ドル

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400

サハラ以南のアフリカ*

アジア

中東と北アフリカ

ラテンアメリカと
カリブ海諸国

地域間

中部・東部ヨーロッパ、
独立国家共同体

1,343.2
769.4

530.4

432.5
220.1

145.8

695.0 

45.9

25.3
89.2

38.9

144.5 

-4.7
82.8

67.6

55.1
58.2

29.1

通常予算 その他の予算（一般） その他の予算（緊急）

地域別の事業支出割合（2015年）
（単位：百万米ドル）

*ジブチとスーダンへの事業支出は「サハラ以南のアフリカ」に含まれる。
注：四捨五入のため、合計額は必ずしも一致しない。

合　計

47億6,840万
米ドル




